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ructural点nd主ngsofelectron microscopy.andin

histochemistryst･rongly sIIggeStedthatthey are

originatedfrom the:.Schwanncellsorfrom mesen-

qhymal丘broblastllikecells.

43.局●所切除後 3年で近傍粘膜に再発 した

食道痛偽肉腫の一例
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症例は72才男性で,頓下困難を主訴として来院.内視

鏡にて門歯列より30cm に 3×2cm 大の山田Ⅳ型ポリ

ープあり,生検にて Severedysplasiaの診断.士皮内

癌の可能性大と考え経胸的に同園正常粘膜も含め局所切

除を行った･内視鏡的 fpllow up中術複 3年目に前回

手術部癖痕近傍に山田Ⅲ型の腫癌を認･め,.生検結果は前

回と同様であった･局所再発と考え,b1-untdissection

を施行したが,,癖痕と腫癖に■は革続性はなかった･切除

標本の病理所見では2回共届平上皮癌は上皮癌病巣と肉

腫状の間質が混在し,】移行を思わせる俸を認めたことかT

ら癌偽肉腫と診断されだ.

癌偽肉腫の概念は1957年 Stoutらにより提唱された

が,本邦における報告は少なく稀な疾患と考えられる.

そ..こで本症例の臨床経過と,特徴的病理所見及び肉眼所

見を供覧し,文献的考察を加え,初回手術の術式選択に

対する反省も含めた治療法についても言及する予定であ

る.

44.食道早期癌 ･表在癌の治療経験
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当院における3例の食道早期癌と非開胸 ･食道抜去術

のため表在癌となった1例の計4例について検討を加え

た.その診断においてほ,食道 Ⅹ 線検査では表在陥凹

型,表在平担塾では診断に困難な場合が多かったが,

内視鏡検査および直視下生検が有用で あった.カルセ

ル擦過細胞診では4例中1例に陽性であった.食道癌の

臨床成密の向上には早期癌の発見が重要であり,その

ためには食道集検の採用とともに,内視鏡検査におい

て Panendoscopeを用いる機会があれば,特に抜去時

の慎重な食道観察と色素法の併用が極めて必要と考えら

れた.

45.昭和54年 6月よ りの 4年間に当科で経験

した進行 胃癌44例の実態 と予後について
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過去4年間 (昭和54年6月～58年5月)に当科で手術

した胃癌53例のうち進行胃癌 (pm 癌以上)44例につき

検討した (昭和59年7月現在).

① 症例の過半は70才以上 (26/44),年令階層別生存

例醍70才台が最多 (9/14),再発生存例の半数 (2/4)紘

70才以下であった.l･従って70才以下で無再発生存例 (1

年2ケ月以上)は3例である.

② 初回入院時死亡例は6例 (胃切2例, 非胃切4

例)でこのうち4例は80才以上であった.

③ こ?期間原病と無関係の再手術例は初回入院時で

は入院死亡や2例 (術後腹水試験開腹 1例,B‡法十二

指腸断端縫合不全1例)とその以後ではイレウス併発q)

2例のみであった.

④ 死亡30例の死因は脳卒中1例,心不全兼肺炎1例

以外再発死であった･

⑤ 再発型式は云わは局所再発的で減黄術,人工旺門

造設などの再開腹や非選択的持続動注療法などの余地が

あり,近年そのような症例が増加している.その他,入

院期間,術後管理,術後 叫FC療法なども検討した.

46･過去 4年間の甲状腺埠の手術経験
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昭和55年12月より59年11月末までの4年間に,当科

で手術が行われた 甲状腺疾患は 良性90例,悪性74例の

164例であった.悪性疾患は未分化癌,髄様癌,悪性 リ

ンパ虚それぞれ2例をふくむが,大半は乳頭,液胞腺癌

の分化癌であった.′しかし,その中で前縦隔 リンパ節郭

清6例,咽 ･喉頭 ･食道 ･甲状腺全摘1例,開胸2例な

ど?進行例が多かった･これらは全て病悩期間が長く,

初診時経過観察された例,手術を受けても系統的 リンパ

節郭清を受けていない再発例が16例あった.当科でも,

術前良性の診断の手術例のなかをこ声例組織診断で悪性例

があった･｢分化癌の遺残は長期間再発しないため安易に

考えられやすいが,加令とともに低分化になり,局所あ

るいは遠隔に再発する.そして侵襲大な手術,あるいは

181Ⅰ内照射療法など行われても,根治性に確信が持てな

い状態になる.今回の症例をまとめた結果,･初回手術の

重要性が示唆され報告するt.


